
eWEScom・ｅＰｌｕｓ運用に伴うデータクリーニング

　通信ソフトウェア「eWEScom」及び業務EDIソフトウェア「ｅＰｌｕｓ」、「TEMPLATE」を運用すると、以下
に示すログやバックアップデータが日々蓄積され、いずれディスクドライブやデータベースの容量制限
を越え、それ以上はデータを登録できなくなり運用ができなくなります。

　また、容量制限を越えなくても、1フォルダの中に大量の数のﾌｧｲﾙが登録されると、WindowsOSの
のオーバーヘッドにより処理速度に問題が出たり、エクスプローラ等で開くことができなくなってしまい
ます。

　そこで一定期間毎に以下の方法でデータの削除を行う運用を行ってください。

1) 「eWEScom」を運用すると蓄積されるログやデータ

①実行ログ
内容 「eWEScom」の後続ﾊﾞｯﾁや通信の中で記録されるログデータが実行の度に蓄積されます
場所 C:¥eWEScom¥temp¥log
限度 ﾄﾞﾗｲﾌﾞ容量の限度、もしくはWindowsOSの処理能力の範囲(注1)
処置 不要と思われる古いログを手作業、もしくは定期削除ﾓｼﾞｭｰﾙ「EWC0090」にて削除する
間隔 1ｹ月に一回、間近の1ｹ月を経過したものは消去する
備考 「EWC0090」の使用方法については「eWEScomﾘﾌｧﾚﾝｽﾏﾆｭｱﾙ」を参照してください

(注1)WindowsOSでは蓄積されるﾌｫﾙﾀﾞやﾌｧｲﾙの個数が多くなると処理速度が低下します
　　　又、大量なﾌｧｲﾙが登録されているﾌｫﾙﾀﾞをｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ等で開くことができなくなります。

②送受信ﾃﾞｰﾀﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ
内容 「eWEScom」の送受信で受け渡した送受信ﾃﾞｰﾀがﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟで蓄積されます(注2)
場所 C:¥eWEScom¥temp¥bak¥yyyymm(注3)　
限度 ﾄﾞﾗｲﾌﾞ容量の限度、もしくはWindowsOSの処理能力の範囲(注1)
処置 不要と思われる古いﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾀを手作業で削除する
間隔 6ｹ月に一回、間近の2ｹ月間程度を残して対象期間をﾌｫﾙﾀﾞごと削除する
備考

(注1)WindowsOSでは蓄積されるﾌｫﾙﾀﾞやﾌｧｲﾙの個数が多くなると処理速度が低下します
　　　又、大量なﾌｧｲﾙが登録されているﾌｫﾙﾀﾞをｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ等で開くことができなくなります。
(注2)ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟは後続ﾊﾞｯﾁにﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾓｼﾞｭｰﾙ(EWC0250)の実行を記述した場合にとられる。
　　　「EWC0250」の使用方法については「eWEScomﾘﾌｧﾚﾝｽﾏﾆｭｱﾙ」を参照してください。
(注3)ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟは年月のﾌｫﾙﾀﾞが自動的に作成され、対象期間のﾃﾞｰﾀが中に格納される。

③ｂｉｗａｒｅﾃﾞｰﾀﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ
内容 「ｂｉｗａｒｅ」によりＪＣＡ、全銀ＴＣＰ手順で受け渡したﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾀが蓄積されます(注4)
場所 C:¥eWEScom¥temp¥ｓａｖ(注3)　
限度 ﾄﾞﾗｲﾌﾞ容量の限度、もしくはWindowsOSの処理能力の範囲(注1)
処置 不要と思われる古いログを手作業、もしくは定期削除ﾓｼﾞｭｰﾙ「EWC0090」にて削除する
間隔 1ｹ月に一回、間近の1ｹ月を経過したものは消去する
備考

（注4）ｅｗｃ．ｉｎｉでｆｉｌｅ　ｓａｖｅｓｗ＝１の設定をした場合に有効となります。
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2) 「ePlus for ARCS」を運用すると蓄積されるログやデータ

①蓄積される業務ﾃﾞｰﾀ
内容 請求ﾃﾞｰﾀを作成する為に蓄積された請求明細ﾃﾞｰﾀ、納品確定ﾃﾞｰﾀの送信毎に追加蓄積
場所 ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(MSDE)
限度 ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの総量で2GB
処置 「請求業務ﾒﾆｭｰ」の「請求明細の消込・削除」で不要な期間を指定して明細を削除する
間隔 12ｹ月に一回、間近の6ｹ月を経過したものは消去する
備考

3) 「ePlus for Homac」を運用すると蓄積されるログやデータ

①実行ログ
内容 ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄやﾏｽﾀ保守を実行する毎に記録される実行結果ログ
場所 C:¥HM¥LOG¥yyyy¥yyyymm¥yyyymmdd(注5)（注6）
限度 ﾄﾞﾗｲﾌﾞ容量の限度、もしくはWindowsOSの処理能力の範囲(注1)
処置 不要と思われる古いﾛｸﾞﾃﾞｰﾀを手作業で削除する
間隔 6ｹ月に一回、間近の2ｹ月間程度を残して対象期間をﾌｫﾙﾀﾞごと削除する
備考

(注1)WindowsOSでは蓄積されるﾌｫﾙﾀﾞやﾌｧｲﾙの個数が多くなると処理速度が低下します
　　　又、大量なﾌｧｲﾙが登録されているﾌｫﾙﾀﾞをｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ等で開くことができなくなります。
(注5)ﾛｸﾞが格納されるﾌｫﾙﾀﾞは、実行した年月日により自動的に作成される。
(注6)ﾌｫﾙﾀﾞ名はｼｽﾃﾑが改版されると変更になる場合があります。　例）¥HM　⇒　¥HM2

②蓄積される業務ﾃﾞｰﾀ
内容 業務を行う毎に蓄積される各種ﾃﾞｰﾀ(納品予定・納品確定・請求・受領・支払)
場所 ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(MSDE)
限度 ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの総量で2GB
処置 「ﾃﾞｰﾀ復旧ﾒﾆｭｰ」から各種ﾃﾞｰﾀの削除機能により不要期間を指定して削除する
間隔 12ｹ月に一回、間近の6ｹ月を経過したものは消去する
備考

4) 「TEMPLATE for Homac」を運用すると蓄積されるログやデータ

①実行ログ
内容 ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄやﾏｽﾀ保守を実行する毎に記録される実行結果ログ
場所 C:¥HM¥LOG¥yyyy¥yyyymm¥yyyymmdd(注5)(注6)
限度 ﾄﾞﾗｲﾌﾞ容量の限度、もしくはWindowsOSの処理能力の範囲(注1)
処置 不要と思われる古いﾛｸﾞﾃﾞｰﾀを手作業で削除する
間隔 6ｹ月に一回、間近の2ｹ月間程度を残して対象期間をﾌｫﾙﾀﾞごと削除する
備考

(注1)WindowsOSでは蓄積されるﾌｫﾙﾀﾞやﾌｧｲﾙの個数が多くなると処理速度が低下します
　　　又、大量なﾌｧｲﾙが登録されているﾌｫﾙﾀﾞをｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ等で開くことができなくなります。
(注5)ﾛｸﾞが格納されるﾌｫﾙﾀﾞは、実行した年月日により自動的に作成される。
(注6)ﾌｫﾙﾀﾞ名はｼｽﾃﾑが改版されると変更になる場合があります。　例）¥HM　⇒　¥HM2

2


